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	直線路を長い間走行したあとに、右左折
したとき
	道幅の広い道路で蛇行運転したとき
	雪道・砂利道などの滑りやすい道路を走
行しているとき、またはタイヤチェーン
等を装着して走行しているとき
	地下駐車場や立体駐車場で、らせん状の
道路を走行したあと一般道に出たとき
	エンジンスイッチOFF（電源OFF）状態
で、ターンテーブルなどで旋回したとき
	(車種によっては、低速（数km/h）で走
行時に車速信号を検出できないことが
あるため)駐車するときや渋滞区間を走
行中など、低速での走行状態が続くとき

.■ GPS衛星はアメリカ国防総省により管
理されており、故意に位置精度を落と
すことがあります。このようなときは、
自車マークがずれる場合があります。

.■3Dセンサーによる高架判定について
自車が都市高速に入ったときなど車の上
下移動を3Dセンサーで感知して、自車位
置を測位します。（高架判定）
	3Dセンサーによる高架判定は、セン
サーの補正が完了後に動作可能です。車
両信号情報画面で「3D」の学習レベルの
状態を確認してください。
	高速道路など一定速度で走行が続くよ
うな場合、補正完了まで50 km程度の
走行を要する場合があります。
	道路状況や走行状況により正しく高架
判定できない場合があります。（道路の
傾斜がゆるやか、発進・停車の繰り返し、
急ハンドルによる車の横揺れなど）
	下記の場合には、必ず車両信号情報画面で
センサー学習値初期化を選んでください。
	別の車に載せかえた
	取付位置を変更した
	3Dセンサーの高架判定は、地図データ
と3Dセンサーからの情報で行います。	
（一部地域のみ）

逆走検知警告について

.■下記のような場合は、逆走していても
警告案内を行わないことがあります。
	本機の地図に収録されていない道路、また
は形状が変わった道路を走行しているとき
	形状が複雑なIC付近を走行しているとき
	スマートICのあるSA・PA、その他特定
のSA・PA内を走行しているとき
	本機が故障している、または車両信号情
報が正常でないとき

	GPSアンテナ上に障害物があり、GPS
信号が正常に受信できていないとき
	トンネル、高架橋、高層ビルなどの遮蔽
物により、GPS信号が正常に受信でき
ていないとき
	本機の地図画面上の自車マークの位置
と、実際の自車位置が違うとき
	直前に自車位置、または方位の補正が行
われたとき
	急なUターンをしたとき
	周囲に分岐車線・合流車線の無い本線上
でUターンしたとき
	以前、逆走検知警告が表示された地点で
「ここでは案内しない」のチェックボッ
クスをONにしていた場合

.■下記のような場合は、逆走していなく
ても警告案内を行うことがあります。
	本機の地図に収録されていない道路、ま
たは形状が変わった道路を走行してい
るとき
	本機の地図画面上の自車マークの位置
と、実際の自車位置が違うとき
	本機が故障している、または車両信号情
報が正常でないとき
	駐車スペースがある料金所、または手前でU
ターン可能な料金所でUターンをしたとき
	警察や道路管理会社の誘導によりUター
ンをしたとき

ルート探索・ルート案内について

探索されたルートは参考ルートであり、お客
様の意図したものとは違う場合があります。

.■次のような場合は、故障ではありません。
	通行不可能な歩道、階段などを含めた
ルートを作ることがあります。
	新道の開通などにより通行できない場
合があります。
	点線で表示されている道路は、地図デー
タ作成時点での建設予定道路のため
ルート探索できません。
	実際に通行できない道を表示する場合
があります。
	再探索してもルートが変わらない場合
があります。
	ルートが渋滞している場合があります。
	目的地まで道路がなかったり、細い道し
かない場合は、目的地から離れた所まで
しかルート表示しない場合があります。
	高架下の一般道路の案内を行う場合が
あります。逆の場合もあります。
	Uターンするルートを表示する場合が
あります。


	もくじへ戻る



